


　砂の移動がほとんどない安定帯は、背の高い木々が育ち、海岸後背林と呼ば

れます。来間島の北海岸は、断崖の斜面の広い範囲にわたって、良好な海岸後

背林が発達し、宮古島市の指定天然記念物(保護区)「来間島断崖の植生」

(1979年指定)にもなっています。断崖付近の植生は、環境別に分けることが

できます。切り立った崖面を覆っているのは、約75％がガジュマルです。斜

面地は、オキナワシャリンバイやオキナワトベラ、リュウキュウガキなどで覆

われます。崖下は転落した岩々が目立つ肥沃な土壌で、クロヨナの群落が発達

しています。
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20 21

来
間
島
散
策
コ
ー
ス（
海
岸
林
）

ヤエヤマ
オオタニワタリ

崖下ロングコース往復約800m
所要時間:徒歩約15分

断崖縦断コース往復約400m
所要時間:徒歩約10分

崖上コース約800m
所要時間:徒歩約15分

ガーラギー

キィカツギー

シャリンバイ

サルカケミカン

サルカギー  ヤマジュンシャ（山巡査）

シダ植物。湿った樹上や岩

の上に生える。最近は新芽

を食べる。

来間大橋

来間港

来間島

竜宮城展望台
松の木展望台

来間ガー

常緑つる性木本。茎にサルもひっかか

ると言われるほどの鋭いトゲがあり、

とうせんぼに使ったり、実は酒につけ

て咳止めや喘息の薬として使用。

常緑高木。濡れて

もよく燃えるの

で、薪として重宝

された。特に根元

は長く燃えるの

で、お産のときに

体を温めた。

来間大橋

海岸林の環境
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